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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイのディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセット中
の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧
を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセット中
の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２のサブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセット中
の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３のサブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの寿
命の少なくとも一部の部分にわたって、前記アレイの使用中に保守較正を実行することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記方法が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセットについて、前記第１の
電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なくとも１つを決定することを
さらに備え、前記第４のサブセットが、ランダムまたは擬似ランダムに選択される、請求
項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、また
は前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記
第４のサブセットを使用することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前記第２のサブセット、または前記第３の
サブセットのうちの１つまたは複数について決定された電圧と、前記アレイのディスプレ
イ要素の前記第４のサブセットについて決定された電圧とを使用して、前記駆動方式電圧
を較正することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するこ
とをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項５に記載の方法。
【請求項９】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線を決定す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　決定することが、ディスプレイ要素のサブセットについてのヒステリシス曲線の１次導
関数を計算することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　複数のディスプレイ要素を含むアレイにおける駆動方式電圧を較正する方法であって、
　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの
、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用することと、
を備える方法。
【請求項１２】
　ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットをランダムまたは擬似ランダムに選択
することをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
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　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイのディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセット
中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす電
圧を特性化する、第１の電圧を決定することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセット
中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２のサ
ブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こ
さない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセット
中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３のサ
ブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こ
さない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの
使用中に保守較正を実行することと
　を行うように構成されたドライバおよびプロセッサ回路とを備える装置。
【請求項１４】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の第４のサブセ
ットについて、前記第１の電圧、前記第２の電圧、および前記第３の電圧のうちの少なく
とも１つを決定することを行うようにさらに構成され、前記第４のサブセットが、ランダ
ムまたは擬似ランダムに選択される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記アレイのディスプレイ要素の前記第１のサ
ブセット、前記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つの代わりに
、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットを使用することを行うようにさ
らに構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記第１のサブセット、前
記第２のサブセット、または前記第３のサブセットのうちの１つまたは複数について決定
された電圧と、前記アレイのディスプレイ要素の前記第４のサブセットについて決定され
た電圧とを使用して、前記駆動方式電圧を較正することを行うようにさらに構成される、
請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第
３の電圧とに少なくとも部分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するこ
とを行うようにさらに構成される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像
を表示するように、アレイを駆動することを行うようにさらに構成される、請求項１８に
記載の装置。
【請求項２０】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを
繰り返し決定すること、および、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔に
おいて、前記決定された第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方
式電圧を更新することによって、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧
とを使用して、保守較正を実行することを行うように構成される、請求項１７に記載の装
置。
【請求項２１】
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　ディスプレイと、
　前記ディスプレイと通信するように構成されるプロセッサであって、画像データを処理
するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサと通信するように構成されるメモリデバイスとをさらに備える、請求項
１３に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ディスプレイに少なくとも１つの信号を送るように構成されたドライバ回路と、
　前記ドライバ回路に前記画像データの少なくとも一部分を送るように構成されたコント
ローラとをさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサに前記画像データを送るように構成された画像ソースモジュールをさら
に備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記画像ソースモジュールが、受信機、トランシーバ、および送信機のうちの少なくと
も１つを含む、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　入力データを受信することと、前記プロセッサに前記入力データを通信することとを行
うように構成された入力デバイスをさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　ディスプレイ要素状態感知回路と、
　　前記アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
の、１つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決
定された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記
アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答
特性を決定することと、
　　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセッ
トのうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トを使用することと、
　が可能なドライバおよびプロセッサ回路とを備える装置。
【請求項２７】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路が、ディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセッ
トをランダムまたは擬似ランダムに選択することがさらに可能である、請求項２６に記載
の装置。
【請求項２８】
　駆動方式電圧を較正するための装置であって、
　ディスプレイ要素のアレイと、
　前記アレイのディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセット中
の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧
を特性化する、第１の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイのディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセット中
の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２のサブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第２の電圧を決定するための手段と、
　前記アレイのディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセット中
の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３のサブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさ
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ない電圧を特性化する、第３の電圧を決定するための手段と、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行するための手段とを備える装置。
【請求項２９】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを決定するための前記手段が
、積分器を含む、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部分的に基づい
て、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定するための手段をさらに備える、請求項２８に
記載の装置。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方を
含む、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイを駆動するた
めの手段をさらに備える、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を実行
することが、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定することと、前
記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第１の電圧
と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することとを含む、請
求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　アレイのディスプレイ要素の第１のサブセットについて、前記第１のサブセット中の本
質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こす電圧を特
性化する、第１の電圧を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の第２のサブセットについて、前記第２のサブセット中
の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記第２のサブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第２の電圧を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の第３のサブセットについて、前記第３のサブセット中
の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こすが、前記第３のサブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第３の電圧を決定することと、
　前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、前記アレイの使
用中に保守較正を実行することとを行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶
した、非一時的な有形のコンピュータ可読媒体。
【請求項３５】
　前記命令が、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とに少なくとも部
分的に基づいて、少なくとも１つの駆動方式電圧を決定することを、前記ドライバ回路に
行わせる、請求項３４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つの駆動方式電圧が、保持電圧とセグメント電圧の一方または両方で
ある、請求項３５に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記命令が、前記決定された駆動方式電圧を使用して、画像を表示するように、アレイ
を駆動することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項３６に記載のコンピュータ可読
媒体。
【請求項３８】
　前記命令が、第１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とを繰り返し決定すること、お
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よび、前記ディスプレイの寿命時間にわたって定期的な間隔において、前記決定された第
１の電圧と、第２の電圧と、第３の電圧とに基づいて、駆動方式電圧を更新することによ
って、前記第１の電圧と、前記第２の電圧と、前記第３の電圧とを使用して、保守較正を
実行することを、前記ドライバ回路に行わせる、請求項３６に記載のコンピュータ可読媒
体。
【請求項３９】
　アレイのディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットの、１
つまたは複数の駆動応答特性を決定することと、
　ディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定
された、前記決定された駆動応答特性を使用して、駆動方式電圧を導出することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の追加の異なるサブセットを特性化するために、前記ア
レイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセットの、１つまたは複数の駆動応答特
性を決定することと、
　前記アレイのディスプレイ要素の前記１つまたは複数の以前に特性化されたサブセット
のうちの１つの代わりに、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
を使用することと、
を行う前記方法をドライバ回路に実行させる命令を記憶した、非一時的な有形のコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項４０】
　ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットについて決定さ
れた前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異なるサブセット
の前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することをさらに備える、請
求項１１に記載の方法。
【請求項４１】
　前記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が
開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディス
プレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧
とのうちの、１つまたは複数を含む、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入
することを含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数１】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、前記第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動するこ
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とを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態か
ら作動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ

＿Ｈが、前記第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放すること
を引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から
開放することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動
中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す
、経験的に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給され
るべきであるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯ
が、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る
上回る電圧を表す、経験的に決定された値である、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記ドライバおよびプロセッサ回路は、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に
特性化されたサブセットについて決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプ
レイ要素の前記追加の異なるサブセットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式
電圧を更新することがさらに可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項４５】
　前記駆動応答特性が、第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が
開放状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、第１の電圧と、第２のサブセ
ット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こすが、前記サブ
セット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態から作動することを引き起こさ
ない電圧を特性化する、第２の電圧と、第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が
作動状態から開放することを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディス
プレイ要素が作動状態から開放することを引き起こさない電圧を特性化する、第３の電圧
とのうちの、１つまたは複数を含む、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　導出することが、前記決定された駆動応答特性を、駆動方式電圧値のための公式に代入
することを含む、請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　少なくともいくつかの駆動方式電圧値が、公式
【数２】

から導出され、
　ＶＳが、導出されたセグメント電圧であり、ＶＨが、導出された保持電圧であり、ＶＡ

ＭＡＸ＿Ｈが、前記第１のサブセット中の本質的にすべての前記ディスプレイ要素が開放
状態から作動することを引き起こす電圧を特性化する、前記第１の電圧であり、ＶＲＭＡ

Ｘ＿Ｈが、前記第２のサブセット中の第１のディスプレイ要素が開放状態から作動するこ
とを引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が開放状態か
ら作動することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第２の電圧であり、ＶＡＭＩＮ

＿Ｈが、前記第３のサブセット中の第１のディスプレイ要素が作動状態から開放すること
を引き起こすが、前記サブセット中のかなりの数の他のディスプレイ要素が作動状態から
開放することを引き起こさない電圧を特性化する、前記第３の電圧であり、ＯＶが、作動
中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す
、経験的に決定された値であり、ＡＬが、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給され
るべきであるＶＲＭＡＸ＿Ｈを上回る電圧量を表す、経験的に決定された値であり、ＳＯ
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が、保持状態中に前記ディスプレイ要素に供給されるべきであるＶＡＭＩＮ＿Ｈを下回る
上回る電圧を表す、経験的に決定された値である、請求項４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記命令は、ディスプレイ要素の、１つまたは複数の以前に特性化されたサブセットに
ついて決定された前記駆動応答特性と、前記アレイのディスプレイ要素の前記追加の異な
るサブセットの前記駆動応答特性とを使用して、前記駆動方式電圧を更新することを、前
記ドライバ回路に行わせる、請求項３９に記載のコンピュータ可読媒体。
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